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令和５年度 第１回 千代田区教育ＩＣＴ推進委員会 会議録 

 

  日 時  令和５年６月30日（金）        午前９時00分～午前10時30分 

  場 所  千代田区役所 ４階 教育委員会室 

 

議事日程 

 開会 

 あいさつ 

 委員紹介 

 正・副委員長選任 

 事務局報告（これまでの取組等） 

 意見交換（現状の成果と課題等） 

 事務連絡 

 閉会 

 

 出席者（10名） 

 信州大学 教育学部 准教授  佐藤 和紀 

 山梨大学 教育学部 准教授  三井 一希 

 お茶の水小学校・幼稚園児童保護会 会長  原 直樹 

 麹町中学校ＰＴＡ 会長  高田 理尋 

 九段中等教育学校 ＰＡ 会長  岡野 誠 

 富士見小学校 校長  小牧 来太 

 神田一橋中学校 校長  盛谷 樹 

 九段中等教育学校 校長  野村 公郎 

 教育委員会事務局子ども部 教育担当部長  大森 幹夫 

 教育委員会事務局子ども部指導課 課長  山本 真 

 

事務局（６名） 

 統括指導主事  内山 宝 

 管理係長  横井 新一 

 指導主事  塚田 恭平 

 指導主事  相場 奨太 

 主事  松浦 洋介 

 主事  平山 美紅 

 

相場指導主事  定刻になりましたので、始めたいと思います。 

 おはようございます。 

 本日は、ご多用のところご出席いただきまして、誠にありがとうございま

す。 
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 ただいまから、第１回千代田区教育ＩＣＴ推進委員会を開会いたします。 

 私は、子ども総務課指導主事の相場と申します。委員長が選任されるまで

の間、進行を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

 開会に先立ちまして、ご案内ですが、本日、信州大学の佐藤和紀先生、山

梨大学の三井一希先生、麹町中学校ＰＴＡ会長の高田様は、オンラインにて

ご出席でございます。 

 なお、議事要旨を作成する都合上、本会議は録音させていただきますの

で、ご了承ください。 

 それでは、初めに、教育長の堀米より皆様にご挨拶いたします。 

 教育長、よろしくお願いします。 

教 育 長  皆さん、おはようございます。教育長の堀米孝尚と申します。 

 委員の皆様、早朝より本日はご多用のところお集まりいただきまして、誠

にありがとうございます。また、リモートでも参加していただきまして、あ

りがとうございます。 

 本区では、令和２年の秋に、全ての児童・生徒に対して、一人一台のタブ

レットを配付いたしました。子供たちの主体的・対話的で深い学びの実現の

ために、より効果的な活用が図られるよう、学校と教育委員会で共同して研

究と実践を重ねてまいりました。予想困難なこれからの時代をたくましく、

しなやかに生きていく子供たちを育成するために、これまでの実践を振り返

り、成果と課題を明確化し、今後の目指すべき方向性を見極めるとともに、

子供たちの深い学びの推進に向けて、タブレット端末を含めた教育ＩＣＴを

より効果的に活用し、お手元にあります「ちよだスマートスクール」のさら

なる充実を図ることを目的として、本委員会を立ち上げさせていただきまし

た。私もＩＣＴについて、非常に関心をというか、教育委員会の主要施策の

一つでもありますので、ぜひこの活用を日本一に引き上げていきたいと思っ

ているところです。 

 ＩＣＴは、使うためにやるのではなくて、文房具の一つとして、いつでも

自由に使えるという気持ちで思っております。鉛筆や消しゴムもいつも机に

置いてありますよね、よっぽどの違う作業でない限り。そうすると、端末

も、やっぱりいつでも使えるように置いておくというのが文房具の一つとし

ての考え方じゃないかなと。つまり、使うために何かをするのではなくて、

学習を効率的に進めるために、使いたいと思ったときにさっと使える、ぜひ

こういう活用方法にできるように、今日お集まりの皆様のお力を得まして、

どういったことをどうしたら、より活性化するんだろうかということも含め

て、お話しいただけるといいかなと思っています。 

 本会議体は、学識経験者、保護者代表、それから、区立学校長、教育委員

会事務局で構成されております。本日は、それぞれのお立場から、どうぞ忌

憚のないご意見をいただきまして、活発な意見交換の場にしていただければ

幸いと思います。 

 結びに、皆様のご健勝、ご活躍を心からお祈り申し上げて、挨拶とさせて
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いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

相場指導主事  教育長、ありがとうございました。 

 教育長は、次の公務のため、ここでご退席となります。 

教 育 長  よろしくお願いします。 

相場指導主事  続きまして、委嘱状の交付を行います。 

 既にお手元に委嘱状を置かせていただいておりますので、そちらをご確認

ください。 

 なお、佐藤先生、三井先生、高田様には後日送付いたしますので、どうぞ

よろしくお願いします。 

 続きまして、本日配付している資料の確認をさせていただきます。 

 本日の配付資料は、先ほどご確認いただきました委嘱状のほか、資料１、

次第の下段に一覧が記載されていますので、ご確認いただき、不足している

資料がありましたら、事務局へお申し出ください。オンラインの委員の方々

には事前にデータを共有しております。よろしいでしょうか。 

 では、次第の２に移ります。委員の皆様のご紹介ですが、お配りしており

ます資料４の名簿をもちまして、紹介と代えさせていただきます。 

 また、本日、第１回ということもありますので、委員の皆様から一言ずつ

ご挨拶いただければと思います。 

 名簿の上から順番に簡単に自己紹介をお願いできますでしょうか。 

佐 藤 委 員  はい。ありがとうございます。信州大の佐藤でございます。本日はよろし

くお願いいたします。 

相場指導主事  では、次、三井先生お願いします。 

三 井 委 員  皆様、おはようございます。山梨大学の三井一希と申します。私の専門

は、授業の中でどういうふうにＩＣＴを使うかとか、どういうふうに授業を

変えていくかみたいなところですので、またそういったところでお役に立て

ることがあるのではないかと思います。よろしくお願いいたします。 

相場指導主事  原様、お願いします。 

原 委 員  千代田区立お茶の水小学校・幼稚園児童保護会会長の原と申します。児童

保護会というのは、ＰＴＡと一緒ですので、お見知りおきいただければと思

います。本日は初めて参加させていただきますので、いろいろな意見を聞い

て、今後、お茶の水小学校にも取り入れていけるように邁進してまいりたい

と思います。よろしくお願いします。 

相場指導主事  高田様、お願いします。 

高 田 委 員  麹町中学校で今年度、ＰＴＡ会長をやらせていただいております高田理尋

と申します。子供たちは、先ほど教育長がおっしゃっていたように、本当に

鉛筆やペンになるような感覚で、タブレットを積極的に活用してもらえたら

よいと思います。よろしくお願いいたします。 

相場指導主事  岡野様、お願いします。 

岡 野 委 員  九段中等教育学校保護者会の会長をやっております岡野と申します。ＩＣ

Ｔで、子供たちの教育環境向上はもちろんですが、個人的な希望としまして
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は、ぜひ教職員の方々の労働環境もよくなったらいいなと心から考えており

ます。少しでもお力になれればと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

相場指導主事  小牧校長、お願いします。 

小 牧 委 員  千代田区立富士見小学校校長の小牧来太と申します。どうぞよろしくお願

いします。 

相場指導主事  盛谷校長、お願いします。 

盛 谷 委 員  神田一橋中学校校長、盛谷と申します。どうぞよろしくお願いします。 

野 村 委 員  九段中等教育学校校長の野村です。よろしくお願いします。 

大 森 委 員  教育担当部長の大森でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

山 本 委 員  子ども部指導課長の山本と申します。いつもお世話になっております。あ

りがとうございます。 

相場指導主事  ありがとうございました。 

 それから、事務局のほうも控えておりますので、どうぞよろしくお願いし

ます。 

 続きまして、委員長、副委員長の選任に移らせていただきます。 

 本委員会は、千代田区教育ＩＣＴ推進委員会設置要綱の規定により、教育

担当部長の大森部長に委員長を務めていただきます。 

 また、副委員長は、委員のうちから委員長が指名するとなっております。

副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理

することとなります。 

 それでは、委員長より副委員長の指名をお願いいたします。 

委 員 長  それでは、副委員長は、富士見小学校の小牧校長先生にお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

小 牧 委 員  お願いいたします。 

相場指導主事  では、副委員長は、小牧校長先生、よろしくお願いします。 

 委員長、副委員長が決定しましたので、ここからの進行は委員長にお願い

いたします。 

委 員 長  それでは、引き継ぎまして、進行させていただきます。 

 それでは、次第の４、事務局報告につきまして、事務局からお願いいたし

ます。 

相場指導主事  引き続き、相場からご説明いたします。 

 資料５でございます。お手元、ご覧ください。 

 初めに、「ちよだスマートスクール」の実現に向けたこれまでの取組につ

いてご紹介いたします。令和２年度中には、児童・生徒一人一台タブレット

端末の整備、また、全ての普通教室、特別教室に大型提示装置及び実物投影

機の整備を完了することができました。令和３年９月には、顔認証システム

やシングルサインオンの搭載、アプリケーションの入れ替えなど、ＩＣＴ環

境のリプレースを行いました。その結果、セキュリティー対策の強化、利便

性の向上、操作性の向上などを図ることができました。スタート時やリプレ
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ース時には、教育委員会から先生方に事業指針を示すリーフレットを配付い

たしました。また、端末活用を促進するために、令和３年度末には実践事例

集を作成し、先生方に配付しております。定期的に管理職、教員、児童・生

徒、保護者にアンケート調査を行い、実態を把握しながら推進してまいりま

した。さらに、保護者向けにオンラインセミナーを実施するなど、ＩＣＴを

活用した教育について、啓発をしてまいりました。これらの取組が評価さ

れ、昨年度、区立全11校が学校情報化優良校に、千代田区教育委員会が情報

化推進地域に認定されました。今年度は、４月に初任者、異動者を対象にし

た研修を行ったり、児童・生徒向けのＩＣＴ活用ハンドブック（デジタル

版）をタブレット端末に配信したりするなど、次なるフェーズに向けて取り

組んでいるところです。 

 ここで、次の資料へめくっていただきまして、参考までに幾つか調査結果

をご覧いただきます。この資料は、年度末に毎年行われている教員のＩＣＴ

活用指導力に関する国の調査結果です。詳細は時間の都合上、割愛させてい

ただきますが、全国の教員と本区の教員の結果を比較すると、全ての項目の

平均値よりも上回っていることが分かります。 

 次の資料は、区内の児童生徒に調査した情報活用能力に関する調査結果で

す。小学校低学年、それから中学年、高学年、中学校、中等教育学校と、発

達段階に分けてまとめています。赤いマーカー部分は、「当てはまる」の回

答率が50％以下の設問項目です。こちらも後ほどゆっくりとご覧ください。 

 最後の資料になります。「ちよだスマートスクール」の現在地と今後の方

向性について、お話しさせていただきます。本区では、教師と子供がつなが

る学び、子供同士がつながる学び、子供自身が学習方法を決める学びのロー

ドマップを示しています。教科や単元、学校種や子供たちの発達段階、先生

によって違い、緑の丸部分までいっていることもありますが、現在、多くの

先生が赤丸、真ん中ですね、子供同士がつながる学びの入り口に入ったくら

いかなというふうに、学校訪問などで授業を拝見して感じているところで

す。教師が授業改善を図り、ファシリテーターとして子供に委ねる、任せる

にはどうしたらよいのか、学習者主体の学びにするにはどうしたらよいの

か、本日、委員の皆様と意見交換をし、今後に向けた取組などを確認し合え

たらと考えております。 

 事務局からは以上です。 

委 員 長  ありがとうございます。 

 それでは、続きまして、次第の５、意見交換に移りたいと思います。 

 校長先生方、保護者代表の方々には事前に、一人一台タブレット端末を学

校現場に導入したことによる本区における成果と課題、これをご提出いただ

きました。資料６になります。資料６を基に掲載順にお１人５分以内でご説

明いただきたいと思います。 

 それでは、初めに、小牧校長先生からお願いいたします。 

小 牧 委 員  よろしくお願いいたします。 
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 まず、ＩＣＴ環境からですが、成果としてＴｅａｍｓの活用、本校ではＴ

ｅａｍｓを活用しているので、これが教職員同士の校務、岡野会長が教職員

の軽減ということを言われましたが、本校ではＴｅａｍｓを活用して会議を

開催しています。そのため、今まであった夕方の会議がほとんど必要なく、

検討するときは対面ですけれども、情報の連絡はほとんどＴｅａｍｓで行っ

ているということが徹底されております。これが教職員の中でも浸透してい

ます。また、これが、授業、または児童への連絡方法にもＴｅａｍｓを使っ

ているので、時間短縮だとかいうことについてもＴｅａｍｓの活用がなされ

ているのではないかなと思っております。 

 今後の課題ですけれども、Ｔｅａｍｓに限ると、児童に課題の提出をさせ

る時に児童名が出てこないということが課題です。ただ、区でも、改善に向

けて対策していただいているということですので、今後改善していただけた

らと思っております。 

 次に、教員のタブレット端末での成果ということで、事務作業とか校務で

す。分掌間の連絡をＴｅａｍｓ上でチャンネルをつくり、そこで話合いを進

めているので、会議を設定しなくてもよく、効率的に情報共有が行われてい

ます。また、活用事例がタブレットの中に残っているので、それを見ること

で授業改善、または校務改善に生かされているということです。 

 教員の今後の課題です。今後は、児童が学習方法を決めたり、使うだけじ

ゃなくて、自分の意見を他人と共有することに、より活用ができればと思っ

ております。まだまだ自身で使うだけということにとどまらせているので、

学習の共有、意見の共有にこのＩＣＴが使われればと思っております。 

 最後に、児童・生徒の成果、タブレット端末を使用しての成果です。小学

校の学習だとローマ字の学習は３年生で学習します。ただ、今は当たり前の

ように小学校１、２年生でもタイピングをするという現状があります。だか

ら、もしかしたら先程の調査もだんだん上がってくるのかなと思います。本

校でも、低学年のうちからタイピングとか、クラウド上に上げるということ

も当たり前のようにやっています。それはいい成果かなと思っております。 

 今後の課題です。これも先ほど指導主事が言っていただいた方向性に関わ

りますが、今までは教師がこれをやりなさい、このアプリでやりなさいとい

うふうに言っていたところがあるんですけれども、これからは、学習者自身

がそのアプリを選択していく、今回、こういう学習をしたいから、このアプ

リを選択しようとか、この計算式を使おうとか、そうできるといいのかなと

思っています。以上です。 

委 員 長  小牧校長先生、ありがとうございました。 

 続きまして、盛谷（もりたに）校長先生、お願いいたします。 

盛 谷 委 員 改めまして、盛谷です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 すみません、皆さんの形式とはちょっと違うのが、昨年度から千代田区の

指定を受けまして、研究協力校として校内研修を進めていますので、それを

メインにお話ししたします。 
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 まず、今日、オンラインで参加していただいています信州大学の佐藤和紀

先生に、昨年度からご指導いただきまして、３年間の予定の研究を進めてい

ます。研究主題は、「ちよだスマートスクール」を活用した学び方、教え

方、働き方改革の推進です。今現状としてどんなことがあるのかというとこ

ろを率直にお話しできればなと思っております。 

 まず、いろんなところで言われていることですが、日本全国どこの学校で

もＩＣＴ環境というのは随分整備されています。そのため、ＩＣＴを活用し

た教育を推進するというのが、教育界全体の大きな目標になっているわけで

す。その中で、協働的な学びであったりとか、個別最適な学びというのを一

体化して、ＩＣＴを活用しながら進めていくというのが、現在の教育界の流

れかなと思っております。資料の中にあります、学び方、教え方、これにつ

いては、昨年度から全教員が教科指導の中で、「ちよだスマートスクール」

のシステムを活用して、指導方法の研究に取り組んでまいりました。また、

教科ごとの部会がありまして、その中でお互いの授業観察であったりとか、

活動の事例を共有し、最終的には教科主任の下、全教員に報告・共有すると

いう形を取っています。また、働き方については、校務分掌ごとに効果を発

揮できるようなシステムの検証というのを昨年度から取り組んでおります。 

 お手元に、ご準備いただき、非常にありがたかったのですが、幾つか資料

がありまして、この資料は相場指導主事に作っていただいた資料ですが、こ

れの５ページ、６ページを見ていただくと、「ちよだスマートスクール」

で、17の目標というのが設定されているんですね。その中の一つ一つに、例

えば１番目の情報収集をしようというところについてやると、後ろのほうに

行きます、こういうふうな活用をソフトを使ったらできますよという形で、

本当に１対１の関係でつながっています。そのため、本校の教員も本当に冊

子とかを活用しながら、それぞれの教員が同じレベルで「ちよだスマートス

クール」の活用をどんどんどんどん進めていくということはできています。

非常にありがたいなと思っております。 

 また、いろんな先生が取り組んでいる内容が、自分が使っているソフトと

基本的に共有していますので、活用の幅というのもどんどん広がるような

今、状況かなというふうに思っております。 

 また、佐藤和紀先生のほうから昨年度、汎用性の高いソフトを活用した方

がいいというアドバイスもいただきました。スタートとすると、例えば意見

の共有はコラボノートがいいとかというようなこともあったんですが、今、

だんだんとマイクロソフト365の中に入っているＴｅａｍｓであったりと

か、ＯｎｅＮｏｔｅというのをいろんなとこで活用していく流れになってい

ます。これは教員だけではなくて、生徒に課題を出すとか、そういうときに

も活用するようにしています。 

 また、働き方については、データの共有、先ほどもありましたけれども、

Ｔｅａｍｓ上で会議を、資料を共有したりとか、そういうことをどんどん進

めていっていることで、ペーパーレス化とか、データの保存管理というのも
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どんどん進んでいっている状況です。ただ、実は見えてきたことがありまし

て、それについては、ちょっと後半のところでお話しさせていただければと

思います。 

 まず、教え方、学び方についてなんですが、先ほどのとおり、１対１の対

応で、これをやるためにはこのソフトを使うとかというふうになっているの

で、かなり協働的な学びについては、教員のほうも比較的取り入れやすいと

いう意識があります。ただ、じゃあ、個別最適な学びをそれを使ってやりま

しょうとなると比較的難しいと感じる教員が多いんですね。原因はという

と、ご想像いただけると思います。今までが一斉授業で、自分の計画どおり

に授業を進めていく、この部分を教えようと思っている内容を１時間の中で

伝える、それをメインにしている授業だったんですね。ただ、個別最適な学

びとかという話になってくると、なかなかそれでは太刀打ちできない状況に

なっています。ただ、その意識を脱却するというのはなかなか難しいという

教員が多いんですね。ですので、授業スタイルを教員主導の一斉の形から生

徒主体の授業であったりとか、複線化ってよく言われるんですけど、例えば

生徒個人が内容を考えるとか、方法もまた自分で考えるとか、進捗の差があ

る形で、複線化の授業というふうにちょっと転換できるような指導方法の再

構築というのを今後、進めていかなくてはいけないのかなと思っておりま

す。 

 次、働き方についてなんですが、先ほどペーパーレス化などというのが、

データ化するというのは割と簡単に進んでいます。ただ、それに反して、膨

大にある今までのデータをどう整理して、削除していくかというところにつ

いてのルール化とか、そういう部分については個人任せにはできないので、

全体での約束決めであったりとか、そういうのを明確にしなきゃいけないか

なというのが出てきました。 

 また、本当に、これ、働き方のところに関わる根幹の部分かなと思うんで

すが、特にマイクロソフトのＴｅａｍｓとか、ＯｎｅＮｏｔｅを活用して、

いつでもどこでもアクセスできる、活動できるというところがどんどん進ん

できてはいるんですが、その反面、学校以外でも勤務をしなきゃいけないと

いうふうな、そういった間違った捉え方をしているという傾向も多少あるの

で、そこをどううまく学校だけで仕事をせざるを得ないという環境から、い

ろんな、家庭環境もありますので、働き方を多様化できるようなシステムな

んだというところをちょっと教職員のほうには理解させつつ、いつでもどこ

でもやれる。例えば通勤の電車の中で情報を共有するとか、朝一で伝えよう

と思っている内容をＴｅａｍｓ上に上げて、見てもらえば済むというふうに

ちょっと変えられるような意識の改革も必要かなと思っております。 

今後も進めていきまして、来年度に発表をしますので、ぜひ発表も楽しみ

にしていただければと思います。どうぞよろしくお願いします。以上です。 

委 員 長  盛谷委員、ありがとうございました。 

 次に、野村委員、お願いいたします。 
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野 村 委 員  まず、ＩＣＴ環境についてですけれども、九段中等の場合は１年生から６

年生までということで、処理能力というか、生徒に求められるものが変わっ

てきますので、同じパソコンだとスペック等が足りなくなってくるというと

ころがあるんですね。そういったものを考えていく必要がありますし、もう

ほぼ授業の中で生徒、タブレット使いますので、電池の問題です。充電しな

くても、切れてしまう。フルで使っていてももう１限目からずっとタブレッ

トを使っていると、要するに電池がもたなくなってきて途中で充電をする。

だけど、充電する場所には限りがある、要するに何か所かしかないですから

ね。教室の中に一、二か所しかないですから。一応、充電の場所も用意され

ていますけれども、そういったことの環境という面では考えなくてはいけな

いんだろうなと。生徒の机１つにコンセントがあればいいんですけどね。そ

こまでする、考える必要が本当にあるのかなと思います。 

 それから、Ｔｅａｍｓなどで会議ができるんですけど、Ｔｅａｍｓがもう

閉じられた世界なんですね、外部の人を呼べない。東京都と違うところ、東

京都は外部の人を呼べるので、幾らでも外部の人と会議というのはＴｅａｍ

ｓ上でできるんですけど、それができない。別の例えばほかのテレビ会議シ

ステムのものを使っていかなければいけない。今、開発委員会という外部の

委員にも入ってもらって会議進めているんですけれども、アメリカ在住の方

にも入ってもらっているんですね。そういったときに別のテレビ会議システ

ムを行っていかなければならないというようなことがありますので、そこは

考え直していかないといけないんだろうなと思いますし、ソフトについてで

すけれども、教育に有効なソフトって結構あるんですね、その学校学校に。

特に中学校１年生から高校３年生というと、もう大学入試も考えて、大学に

入っていく上での、大学もデジタル化されていますので、そこで体験したり

ということになってくると。いろんなソフトがありますので、そういったも

のをより素早く導入できるような形にしてもらわないといけないなとは思っ

ています。必要なものを申請しても、ずっと申請しないとなかなか導入でき

なくて困っている。特に、保護者とのやり取りというのも、「すぐーる」あ

るんですけど、あれ、一方通行なんですね。一方通行ではなくて、双方向で

やり取りしていかないといけないと思うので、そういったものに有効なもの

に変えていくということも必要なんだろうなと思います。 

 教育ＤＸでデジタル化はもう進んでいるんですけども、トランスフォーメ

ーションのほうですよね、そちらを進めていくということになれば、セキュ

リティーも大事、セキュリティーをあまりにがんじがらめにすると使い勝手

がよくない。先ほど、事務局の説明で、セキュリティーも高まって、使用も

活用しやすくなる。それが理想ですけど、この２つって相反するところがあ

るので、それをどうしていくかというのが大事なのかなと。セキュリティー

は本当に大事なので、そこ、でも、そちらを高めると使い勝手がよくなくな

るので、使わなくなっちゃうんですね。だったら面倒くさいので、もう昔な

がらの黒板、トーク＆チョークでできちゃうってなっていくのは、これは生
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徒にとってもよくないことですので、そこを考えていく必要はあるかなと思

います。 

 教員側のリテラシーも大分高まっているんじゃないかなと。例えば今まで

ですと、災害等があった場合、大雨警報が出た場合には休校という形を取っ

ていたんですけども、教育委員会とも話して、本校ではもうそれをしないよ

と。登校が危険であればオンライン授業できるから授業やるよ、オンライン

授業やりますよということをやってますけど、そのように環境がどんどん変

わってきている。それができるような形で教員も生徒もそれだけのリテラシ

ーなり、持っているということになりますので。協働的な学びもそうで、個

別最適な学びってデジタル化が一番適していると思うんですね。例えば問題

で、よくやっているのが、課題プリントを出した場合に、ある一定のとこ

ろ、分かる生徒と分からない生徒が出てくるんですけど、これも前の学校で

やっていたんですけど、その問題に対してＱＲコードをつけて、そのＱＲコ

ードをすると、問題解説のところに飛んでいくんですよね。その学校の専用

ユーチューブというのを私、すぐ作って、やっていたんです。そこに解説動

画を先生たちが上げていて、この問題に困ったら、そこに飛んでいくように

している。そうすると、分かっている生徒はどんどん進んでいくし、分から

ない生徒はそこに立ち返っていくというようなことができますので、そうい

ったことをどんどんやっていくことで、個別最適な学びということも有効に

できていくんだろうなと思います。 

 非常に有効なことですので、ぜひ日本一を目指してという、世界一を目指

すぐらいの有効活用ができればいいなと思っております。以上です。 

委 員 長  野村委員、ありがとうございました。 

 次に、保護者代表の方々からお話を伺います。 

 初めに、お茶の水小学校・幼稚園児童保護会会長、原委員、お願いいたし

ます。 

原 委 員  今日は保護者の視点からということで、大変恐縮なんですが、まず、ＩＣ

Ｔ環境の成果ということで、区から支給していただいているサーフェスと

か、家でもパソコンやタブレットが、子供たちだとＮｉｎｔｅｎｄｏ Ｓｗ

ｉｔｃｈとか、いろいろあると思うんですが、そういうところでＩＣＴに触

れる機会が増えていると思います。一律にサーフェスを支給していただいて

いるので、家庭によって差が出ないようにして、あと、オンラインにも対応

しているので、それはすごい大変助かるという意見も多くいただいておりま

す。また、タイピング能力も、先ほどおっしゃったローマ字入力等も勉強に

なりますので、そちらも幼いときからやっていることで、大分大きくなっ

て、大人になってから、社会で役立つことが必ずありますので、助かってい

ると思います。 

 課題といたしまして、ちょっとやっぱり学業とか学び以外での使用のし過

ぎや、どうしても動画見たりとか、楽な方向にいってしまう。ゲームしてし

まったりとか、そういうことも多いので、そちらは親がしっかり見ていかな
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きゃいけないのかなというところと、あと、視力や姿勢などへの配慮という

ところもちょっと気になっておりました。まだ、あとどれぐらい実際の、例

えば紙の本を読むことと、タブレットから学ぶことという中で差が出てくる

のかというのは、まだ結果が出ていないみたいなんですが、そちらのほうも

今後分かってくると思うので、しっかり注視していきたいなと思っておりま

す。 

 加えて、先生方についてなんですが、私も授業参観等で拝見させていただ

いているベースぐらいなんですが、大分モニターを使って迅速に画面共有が

できたりとか、説明や、ネットにつながっているので、すぐに参考資料など

を生徒さんと共有できるというのがすばらしいなと思いました。また、それ

に伴って、ペーパーレスもつながりますし、先生の負担も軽減になっている

のかなと思いました。 

 課題といたしまして、教室によってＩＣＴ機器が故障していたりとかして

使えなかったときの対応が困難というのと、あと、接続や不備やフリーズ

で、例えば保護者会のときとか、止まってしまったりとか、ちょっとずっと

沈黙が続いてしまったり、しょうがないんですけど、そういうときに少し対

応が必要かなと思いました。 

 続きまして、児童・生徒ということで、課題のところで、充電のし忘れに

注意が必要かなというのを見受けられました。授業参観とかで、やっぱりお

子さんがロッカーのところにたまっている方がいて、それは充電忘れていた

んで、コードをタコ足でやって、三、四人でそこにいなきゃいけないという

ところがあったので、先ほど野村先生もおっしゃっていたみたいに、１人、

机にコンセントが必要なのかもしれないというふうにも思いました。また、

ちょっと机が小さくて、タブレットを置きながら、ノート、教科書というと

ころで、大分、生徒の皆さんも考えながら机、いろいろやっていかないとい

けないのかなというところも思いました。 

 また、あと、ランドセルが重くなっているという意見も親御さんからいた

だいて、しょうがないですけど、ただ、ちょっと教科書等、使わない物は学

校に置いていっていいような配慮もなされているということで、今後こちら

も検討が必要かなと思いました。 

 ただ、一番多く保護者さんからいただいていたのが、キーボードが壊れた

り、画面が映らなくなったというとこで修理依頼をしているんですが、半年

以上返ってこないということで、そういう方が数名いらっしゃるということ

で、ちょっとそれは担任の先生が区に上げてないのか、区のほうで遅れてい

るのかというのは分からないんですが、そちらの対応もしてくださいという

ことで声をいただいております。 

 お茶の水小学校からは以上です。 

委 員 長  原委員、ありがとうございました。 

 次に、麹町中学校ＰＴＡ会長、高田様、お願いいたします。 

高 田 委 員  ありがとうございます。 
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 娘から聞いた情報を中心にお話します。なお、娘が中学１年に入ってまだ

３か月程度であり、娘が単に把握してないところもあるかと思いますので、

その点、ご了承ください。 

 まず、ＩＣＴ環境なんですけれども、いいところとしては友達が作成した

ものなどをリアルタイムで共有し、共学できるということで、リアルタイム

で共に学び合うことができるというのはすごく良い点であると感じていま

す。 

 それから、校長先生に聞いたのですが、インストールされているアプリが

他区に比べてとても多いということで、そういったところはすごく環境とし

てはありがたいと感じます。 

 一方、課題としては、デジタル教科書についてはおそらく、中学生は国語

と数学は使えることになっていると思うのですが、単に娘が把握していない

だけかもしれないかもしれませんが、使ったことがあまりないということを

言っていました。その活用がこれからどうなっていくのかなというところに

期待しています。 

 それから、アプリは数多くインストールはされているんですけれども、そ

の中で実際に使っているソフトというのはそれほど多くないのではないかと

いうところも聞いています。せっかくいいものが入っていれば、もっと活用

できればいいなというふうに感じます。 

 それから、各生徒がどの辺りでつまずいているのかを先生方が把握でき

て、適切なタイミングでフォローできることは教育のＩＣＴ化のメリットだ

と感じています。これはちょっと課題のところでも記載しましたが、先生方

によって若干差異があるように聞いています。 

 それから、タブレットにより生徒とはオンラインのコミュニケーションが

でき、今までは対面でしかできなかったものが、時間とか空間を隔ててでき

るため、よりコミュニケーションの手段が増えたのかなというところでは、

オンライン活用がすごくよい点であると思います。 

 一方、課題のところでは、活用度合いの格差というところ、それから、Ｉ

ＣＴ活用により生じた時間を、本来教員でしかできないことに使えていない

可能性があると感じます。表現が適切ではないと思いますが、授業内におい

て単に先生が楽になっただけではないかと受け取られ兼ねない、先生による

と思うんですけれども、場面もちょっとあったそうです。 

 それから、文科省のＳｔｕＤＸ Ｓｔｙｌｅや、経産省の未来の教室ＳＴ

ＥＡＭライブラリー、こういった中で多くの先進的な活用事例が共有されて

いると思いますので、そういったところを使ったＦＤ研修を行うなどをし

て、より先生方の個別のスキルを教育現場にどう生かしていくか、そういっ

たところの共有がもっとできていれば、既にできているかもしれないですけ

ど、いいなというふうに思います。 

 それから、児童・生徒、こちらについては、多様な学び方が可能になった

ということで、これまでは教科書を読むのが苦手な方であってもデジタルデ
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バイスを使った学びがすごい得意な方とか、いろんな方がいらっしゃいます

ので、そういった学び方の選択肢が増えた、機会が増えた、ということはと

ても良いことだと思います。 

 それから、これからの社会に向かう児童・生徒にとってデジタルデバイス

を普通に使いこなすということはもう当たり前、ネイティブになっていくと

思いますので、そのための環境が全員に整ったというのはすごくいいことだ

と思います。 

 一方、課題のところでは、当日にアクセスできる範囲が決まっているの

で、できる生徒は時間を持て余すことがあるということも聞きました。です

ので、これは指導方針との兼ね合いもあると思うんですけれども、本当に個

別最適な学びになっているのかなというところはちょっと疑問に感じていま

す。 

 それから、授業中にゲームしている生徒がいるそうで、先生が前にいるも

ののそのことに気付かない、ということを聞いています。 

 あと、渋谷区もやっている教育ダッシュボードのような仕組みですね。こ

ういったところで本当に子供たちが何に困っているのかとか、どちらかとい

うと心の悩みのほうなんですけれども、そういったところが可視化できて、

早めに対応できるといいなというふうに感じました。 

これはまさにちよだスマートスクールの８の目標である「気持ちや考えを可

視化しよう」です。先生方が児童一人一人の得意なことや興味持ちそうなと

ころ発見すること、これはやっぱりもう先生のすごい重要な役割だと思うん

ですよね。例えば全員が全員、大学に行って、就職をするということではな

くて、人によっては、ものづくりが得意で好きそうだから、中学を卒業して

働くという選択肢もありますし、いろんな得意な部分とかを発見してその部

分を伸ばしてあげるという、そういったことをできればなと思います。 

 そして、ちよだスマートスクールの目標17、「学校と保護者間の連絡のデ

ジタル化をしよう」、これは実際にはあまり活用できてないのかなというふ

うに感じています。保護者から先生方への連絡なども、子供たちのＴｅａｍ

ｓを使ってやってほしいとは言われるのですが、子供には先生とのやりとり

を見られたくない相談事などで実際には活用できていないということもあり

ますので、この辺りも課題かなと思います。 

 あと、最後に、授業の振り返りとして各児童・生徒が気付いたことや感じ

たことを必ず入力するというのは、これは絶対やったほうがいいなと思って

います。最後の５分だけでも自分でその日の学びを振り返り、必ず文字に残

していくという、そういったことをやったらいいなというふうに思いまし

た。以上です。 

委 員 長  高田委員、ありがとうございました。 

 次に、九段中等教育学校ＰＴＡ会長、岡野委員、お願いいたします。 

岡 野 委 員  ＩＣＴの活用について、区でやっていることだったり、各学校でやってい

ることを拝聴して、本当にすばらしい取組だなというふうに、まず、感動と
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ともに感謝申し上げたいと思っております。 

 まず、ＩＣＴ環境につきましては、当たり前ですが、ＰＣに触れているの

で、ＰＣスキルアップにもつながってますし、先ほどありました総合学習と

いう意味で、いろんな今までの授業ではないような授業をできるようになっ

てきたというのはすごい成果かなと思っております。 

 一方で、野村先生がおっしゃっていたように、例えばせっかくあるものを

フル活用するのであれば、外部講師とか、例えば課外授業とか、社会科学習

とか、そういったのもＩＣＴを取り組んで、より効率的に、より気軽にでき

るようになったら、もっともっとよくなるんじゃないかな、なんていうふう

に思っております。 

 あと、ＩＣＴ環境で、これは保護者から言ってくれと言われたので、一

つ、Ｔｅａｍｓにプリンターを接続できないという現状で、これが困ると。

家庭用のプリンターに接続できないがために携帯にそのファイルを落とし

て、コンビニでプリントアウトしているという生徒がいっぱいいるみたいで

す。これは、紙提出を求められている課題もあるらしくて、紙提出、求めら

れているのに印刷できないというのは、これは確かに問題だなと、そんなふ

うに思ったので、その辺は改善していただくと、よりいいんじゃないかな

と、そんなふうに思います。 

 それから、教職員の先生方もぜひぜひ、ＩＣＴの根幹というのは今あるも

のをより簡便にできるようにすること。それから、ＩＣＴを使って、今まで

できなかったことをできるようにすること。この大筋２つだと思っているん

ですが、今あることを簡易にして、先生方には私は楽していただきたい。民

間で働いている人たちと比較していいのかどうか分かりませんが、労働時間

長過ぎると思っているので、その辺は、ぜひ先生方のもう少し楽にできるよ

うな仕組みができたらいいなと思っております。部活動なんかでは、このＩ

ＣＴ環境が整っていることで、いわゆる部長と先生方のやり取りをチャット

でできるとか、部員同士で何かを共有するときにチャットを使えるとかとい

う形で、その辺なんかもすごくいいかなと思っていますし、今後、部活動

が、先生方、土日しっかり休んでもらうように民営化していこうという中で

あれば、やはり外部の人とＴｅａｍｓを共有できるような仕組みというのも

重要になってくるのかな、なんて思いました。 

 それから、ＩＣＴ、これは個人的な意見なんですけども、いろんな先生方

がいると思うので、漏れなくＰＣ使えるという先生方もいれば、ちょっと苦

手なんだよなという先生方もいるかと思うので、そういった苦手な先生方に

は大変だと思うんですが、その辺も子供たちのために努力していただけたら

うれしいなと、そんなふうに思っております。 

 それから、最後、先ほど原さんからもあったように、子供たちがタブレッ

トで遊んでいるのか、勉強しているのか分からないという、そんなようなお

話もあったので、人間弱いですから、どうしてもやすきに走ると思うので、

その辺を何かうまい仕組みつくれたらなと。例えば画面共有が親でもできる
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とか、先生方でもできるとか、やらないと思うんですが、そういう仕組みだ

けでも、脅し文句次第ですけど、使っていただくのも効果的かな、なんてい

うふうに思っております。 

 いずれにしても、私が想像しているより千代田区のほうでＩＣＴの活動が

こんなに進んでいると思ったので、本当にこのまま、野村先生も言っていた

ように日本一の教育環境になっていっていただけたらうれしいなとそんなふ

うに思うと同時に、一方で、いわゆる生成ＡＩとかＣｈａｔＧＰＴなんてい

う言葉が新しく出てきて、じゃあ、それを国でも多分、都でも区でも、今後

どういう方針でやっていくのかなんていうのは、今後の課題だと思うんです

が、やはり情報の入ってくるスピードが、今まで昔の人が一生分かけて入っ

てくる情報を今は１日で入手できるなんていうふうに言われているような時

代なので、その辺の情報の管理なんかも、先生方だけじゃなくて、子供たち

も主体的にできるようになっていったら、このＩＣＴの取組もより有効な実

績になるんじゃないかななんて思っております。以上です。ありがとうござ

います。 

委 員 長  岡野委員、ありがとうございました。 

 学校や保護者のお立場から成果と課題について、いただいたお話を受け、

指導課長より、お願いいたします。 

山 本 委 員  指導課長です。 

 まずは貴重なご意見ありがとうございました。私からも、時間の都合もあ

りまして短い時間にはなりますけれども、少しお話をさせていただければと

思います。 

 まずは、各学校では先生方、本当によく対応してくださっているなと感じ

ております。ありがとうございます。子供たち一人一人にタブレットを配付

しまして、２年半がたちますけれども、その２年半という短い時間の中で、

本当に先生方、よく活用していただいて、子供たちにも浸透しつつあるかな

と感じているところで、ここについては、教育委員会の立場で各学校にお礼

申し上げたいと思います。ありがとうございます。 

 先ほど来ちょっとお話の出ている、本区といたしましては、ＩＣＴ利活用

日本一というところで、教育長の標榜しているところでございます。何がど

うなれば日本一かというところは人それぞれ判断難しいところではあると思

いますけれども、本当に子供たちが深い学びのためにより効果的に活用でき

るようにというところで、しっかり区としては取り組んでいきたいというふ

うに思っております。そんな中、つい数か月前に某雑誌で発表されましたＩ

ＣＴのハード面、ソフト面、教員のスキル面も含めた全国の自治体ランキン

グというのがあります。全国の自治体の中で現状、千代田区としては15位と

いうようなランキングです。これを高いと取るか、低いと取るのかもそれぞ

れだと思います。関東では３位というようなランキングになっております。

まだまだ道半ばではありますけれども、様々な面で子供たちにとってＩＣＴ

利活用日本一を目指していきたいなと思っているところです。 
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 そんな中、私としてもまだまだ解決すべき課題はあるなと思っておりま

す。それは、先ほど来出ております、学校間だったりですとか、教職員間一

人一人のスキルの問題、活用の度合いの問題というのがあるのかなと思って

おります。そこについては、研修会等を通して、底上げをしていく必要があ

るかなと思っております。それから、ハード面のところについても、今日、

こういって保護者の立場のお話も伺うことができて非常にありがたいなと思

っておりますので、今後も様々なご意見をいただきながら、環境面について

もより一層充実していきたいなと思っております。 

 保護者の方のお立場で幾つか今後の課題というところでいただいているご

意見の中で、私のほうからもお話をさせていただければと思っております。 

 まず、原会長のほうからお話しいただきました、机が小さくて教科書、ノ

ートを落としやすいですとか、タブレットを落としやすいというような問題

につきましては、机の前の部分に10センチくらいですかね、そういったもの

をつけるような対応もしておりまして、ちょっと反っているので、タブレッ

トを落としにくいというような対応もさせていただいているところです。 

 それから、高田会長からお話をいただきました、渋谷区のような教育ダッ

シュボードにつきましては、本区でも心の天気というようなアプリケーショ

ンを使っておりまして、子供たちの毎日の状況を把握するように努めてはい

るところです。ただ、この活用率、もっともっと高めていかなければいけな

いというような課題があるとも認識しておりますし、教育のビッグデータの

今後の活用というところでも、現在、検討しているところでありますので、

またしっかりと対応できるようにしていきたいなと思っております。 

 それから、岡野会長からいただきました、外部講師ですとか、校外学習の

ところにつきましても、実は結構、海外とオンラインを通じてやり取りをし

たりとかというような事例もありますので、そういったところも各学校、今

後も引き続き活用していってほしいなと思っております。 

 いずれにしても、今回、このように会長、保護者の皆様のお立場でご意見

を伺えたというところは非常にありがたい機会だったなと思っております

し、教育委員会としても今後も引き続きご意見いただきながら、より一層、

改善していきたいなというふうに思っております。ありがとうございます。 

委 員 長  指導課長、ありがとうございました。 

 これまでのお話を受けて、学経のお二人からご指導、ご助言いただきたい

と思います。お１人８分程度でお願いできればと思います。 

 初めに、佐藤先生、お願いします。 

佐 藤 委 員  信州大の佐藤でございます。 

  本日はよろしくお願いいたします。 

 私から皆様のお話を受けて、あるいは、千代田区ですと神田一橋中の助言

をやらせていただいていますので、そういった状況も含めてお話をさせてい

ただきたいと思っております。 

 いろんなことを含めて、授業を変えていかなきゃいけないということ、例
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えばタブレットで遊んでしまうとかというのは、端的に言いますと、授業が

つまらない、ということが考えられます。授業が楽しいとか、課題追求して

いるとか、そういう状況でしたら、遊ぶという状況はあまり起きないと考え

られます。というのが１つ目です。小学校低学年や中学年であれば、学級経

営の話に直結するわけで、このＩＣＴの話であるとか、タブレットの話であ

るわけではないわけです。大事なことは、先生がここで一番頭フル回転する

わけではなくて、子供たちが一番頭フル回転するというような主体的な学び

を進めていく必要があるのではないかというふうに考えているところでござ

います。 

 先ほど、教育長先生から文房具というお話がありましたが、中央教育審議

会ではデジタル学習基盤特別委員会というのが始まっておりまして、もはや

文房具ではなくて、全ての教育活動の学習の基盤というふうに位置付けてい

く必要があります。例えばランドセルが重いであるとか、電源が足りないで

あるとか、これまでの学校で構築されてきた環境の中でやられてきたわけで

すけども、というわけじゃなくて、もう全ての活動の中でコンピューターを

使うことが前提としてあるならば、このことが可能となる学習環境へと改善

していく必要があるだろう。例えば富山県では、もうランドセルが重いから

ランドセルを軽くして、ほぼタブレット１個で持ち歩きましょうみたいな、

そういう取組が始まったということが最近報道されておりました。そういっ

た形で、今までの常識ではなくて、これからの常識で学校経営を捉え直して

いかないと、多分変わらないだろうというふうに考えております。 

 先ほど千代田区は関東では３位というお話ありましたけども、民間から見

たらまだまだだというふうに思っております。これだけ千代田区で、民間の

方、関東も多い中で、最先端のＩＣＴの活用みたいなことは保護者の方々の

ほうがよく分かっておられるんじゃないかなというふうに思いますので、ぜ

ひＰＴＡとかも学校の運営に入りながら、デジタルをどう使っていくかみた

いなことを、働き方改革も含めて、取り組んでいただければというふうに思

っているのが、私から千代田区に対する期待でございます。 

 それから、学びのことに関しましては、中央教育審議会では、子供一人一

人を主語にする学習をしていきましょうということです。今までは、教師の

主導で、教師の指導だったわけなので、比較的、教師が主導になっているよ

うな学びだったわけですけども、子供たちが学び取っていくような、そうい

った学習をしていかなければならないということが言われているとおりで、

個別最適な学びや協働的な学びを一体的に充実させていきましょうというよ

うなお話がされているわけですね。その中で共通することは、自ら学習を調

整していく、この自らというのは、先生が調整するのではなくて、子供自ら

が学習を調整していこうというところとなっておりますので、先生が調整す

るんではなく、子供が調整するというのが、そういった方向性に向かってい

かなければいけないというふうに捉えているところです。そう考えていく

と、子供一人一人のペースやタイミングで学習をするスタイルであって、先
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生が学習を調整するのではないということを目標にして、小学校低学年から

中学校３年生に向けてのカリキュラムを組んでいく、あるいは、そういった

目標を全員で立てていくようなことを期待したいわけですね。そこでは、も

う全てのことに子供を主語にして、学びを自分が調整していくということに

こだわれるかどうかだというふうに思っておりますので、ここの価値観を、

学校教育では授業観とか学習観というふうに言うわけですけども、大きく転

換していく必要があるということです。そのときのデジタルはどうするかと

いう話になります。 

 例えば、教師が指導すること、それから支援、子供が自己調整という、そ

ういった段階があるとすれば、先ほどから事務局のほうからもありましたけ

ども、まだこの辺りという話がございました。ですけども、子供が自己調整

していくという、ここの間ですね、ここが一番難しいと思っています。これ

も三井先生とよくお話しするんですけども、ここは大体分かるんですけど

も、この辺も大体分かるんですけども、こことここの間が非常に難しくて、

これはもう考え方、価値観を変えていかないと多分突破できないところだろ

うという話になっているところでございます。 

 昨日の神田一橋中も、授業を見せていただいて、その後、研修をやったん

ですけども、ここからここにどう変わっていくかということを先生方、非常

に悩んでいて、研修終わってからも、校長室で質問あったらどうぞと言った

ら、半分以上の先生が、ちょっと驚くぐらいすごい熱心に議論ができたわけ

ですけども、こことここの間をどう考えていくかということをやっていくた

めには今までを捨てるとか、今までやってきたことを変えるとかということ

でやっていかないと、恐らく僕は無理だというふうに感じております。それ

がいかに千代田区全体で本気が出せるかということに関わっているんじゃな

いのかなというふうに捉えているところでございます。 

 千代田区は、私、関わらせていただいて、やはり驚くことたくさんござい

ます。ほかの自治体、いろんなところ行かせていただいておりますけども、

千代田区だから可能なことというのはたくさんあるというふうに思いますの

で、期待を込めてお話をさせていただいた次第でございます。以上になりま

す。 

委 員 長  佐藤先生、ありがとうございました。 

 次に、三井先生、お願いいたします。 

三 井 委 員  山梨大学の三井でございます。お時間の限りがございますので、５分程度

で私のほうからお話ができればなと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 本日、千代田区の取組をたくさん聞いてみて、まさにほかの地域をリード

するような取組がたくさんあったと思います。ぜひそういった取組を続けて

いただいて、東京都内に限らず、全国を引っ張っていける自治体になってい

ただきたいなと思っております。 

 あわせて、本日の実践発表とか、保護者の意見とか、聞く中で、当然、今
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後へ向けての課題もあろうかと思います。ＩＣＴを日常化するまで使い倒し

ているかですね。そうしないとやっぱりその先に見えてくることがなかなか

見えてこないなんてことがありますので、日常的に使い倒すということがも

う前提なんだというのは、佐藤先生のお話にもあったとおりだと思います。 

 あわせて、子供自身が学び方を選択しているのかという視点とか、児童・

生徒が一番忙しいのかという視点で授業をする。そのためにも、子供を信じ

て、子供に委ねるということがやっぱり授業改善の大きな視点なんではない

かなと思っております。 

 また、子供同士がつながっているか、子供が何で今、協働しているのか、

理由を言えるのかみたいなところですね。先生がペアで話しなさい、グルー

プでやりなさいではなくて、子供があの子の意見知りたいから協働するんだ

とか、そういったところも重視していく必要があると思います。 

 また、今日、保護者からもありました、端末やメールとの付き合い方です

よね。また、健康面での留意みたいなところは、やっぱり家庭も非常に関心

を持っているところですので、学校でももちろん声をかけていく、でも、学

校任せにしないで、家庭でも一緒に子供を見守っていけるという両輪が必要

ではないかなと考えております。そこに教育委員会等がうまく入っていくと

いうことが大事かなと思います。 

 このスライドは、先日、政府が出した新たな教育振興計画といったものに

なります。これから日本がどういった教育をやっていくのかということで

す。これは抜粋版ですので、一部だけなんですけども、この中にもこれから

何を頑張っていかなきゃいけないかということがたくさん示されていると思

います。その真ん中ですね、支援を必要とする子供のとこですね、ここ何て

書いてあるかというと、長所や強みに着目する視点を重視するんだというこ

とが書かれております。まさにこれからはそろえる教育じゃなくて、伸ばす

教育なんだよということを国としても明確に示しているんではないかなと思

います。そういった中でもＩＣＴを活用して、学びや交流の機会、アクセシ

ビリティーを向上するであるとか、一番下に書かれている、複線化する生

涯、一人一人の子供たちの生涯にわたって、学び続ける力が必要、学び続け

る学習者を育てていくんだといったものが、これから日本が目指すべき教育

ではないかなと思います。 

 そう考えていきますと、やっぱり学校ではもちろん１時間、１時間の授業

があって、それをまとめている単元があって、そして教科があってみたいな

ところが言われるんですけど、どうしてもそこだけを見てしまうと、先ほど

お話ししたようなところというのはなかなかふだん意識しないかなと思いま

す。でも、学校を卒業する子供たちは、そこからは自分で学んでいかなきゃ

いけませんし、自分で力をつけて世の中を渡り歩いていかなきゃいけないと

なった場合に、やっぱり大きな目標みたいなものがあると思うんですよね。

数学の勉強を通じて話し方を学ぶ、国語の学習を通じて仲間の作文を読ん

で、そこから理解するとか、分かりやすく伝えるとか、そういった大きな目
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標、汎用的な資質、能力というものをやっぱり子供も教師も意識して学習し

ていかないと、算数が解けてよかった、理科の実験をやって楽しかった、そ

れも大事なんですけど、でもそれを通じてもっと大きなことがあると思いま

す。ぜひ家庭でもそういったところにも目を向けて、ちょっとテストの点悪

かったとしても、そこだけではないことの価値を伝えていくということが必

要かなと思っております。 

 やっぱり授業改善の視点で一番大事なことというのは、意識改革に尽きる

と思います。この写真は、ある小規模校なんです。先生と生徒１人しかいな

いです。じゃあ、先生と毎日マンツーマンでやったら、この子はものすごい

資質能力が高まるのかといったら、現場の先生方だとお分かりになると思い

ます、そんなことはないんですよね。やっぱり先生から得られる情報という

のは限界があるわけです。だから、友達と一緒に学んだりとか、ほかの考え

に触れたり、インターネットで外の世界に触れたりということが大事になっ

てきます。そうなると、やっぱり知識は先生が与えなきゃだけではなくて、

友達との関わりの中で学ぶとか、開かれた世界の中とつながる中で学んでい

くということを先生方も捉え直して、じゃあ、授業ってどうあるべきなの

か、この子がどうやって情報を手に入れていけばいいのかということの中

で、授業を考えていく、そのときにＩＣＴというものが非常に大事な基盤に

なってくるんだということに尽きるのではないかなと思っております。 

 私からは以上です。ありがとうございました。 

委 員 長  三井先生、ありがとうございました。 

 皆様からのお話を受けて、少し深掘りした議論を進めたいところではござ

いますが、お時間となりますので、本日の意見交換会はここまでにしたいと

思います。短い時間ではございましたが、各委員それぞれの立場から貴重な

ご意見をいただきました。いただいたご意見を参考に事務局で今後の取組な

どを整理し、より一層の教育ＩＣＴの推進を図ってまいりたいと思います。 

 また、本日のこのＩＣＴ委員会についてですが、議事要旨や資料などをホ

ームページで情報発信していく予定でございます。後日、事務局から議事録

もしくは議事要旨を送付しますので、公開の前提でご確認をしていただけれ

ばと思います。 

 最後に、事務局から連絡事項をお願いします。 

事 務 局  まず、１点目です。報償費の支払いについてです。学識経験者、保護者代

表の皆様には口座振替依頼書を後日、返信用封筒にてご返信をお願いいたし

ます。オンラインでご出席の皆様については、郵送をいたしますので、お手

元に届きましたら、お願いいたします。報償費は指定いただいた口座に後

日、お振り込みいたします。 

 ２点目です。次回の日程についてです。次回は２月頃に実施したいと考え

ております。改めて皆様には日程調整をさせていただきますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上です。 
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委 員 長  ありがとうございます。 

 それでは、以上をもちまして、第１回千代田区教育ＩＣＴ推進委員会を閉

会いたします。皆様、ありがとうございました。 

 


